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衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
青
森
県
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
運
転
開
始
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
三
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
再
処
理
事
業
所
再
処
理
施
設
（
以
下
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
再
処
理
さ
れ
る
燃
料
集
合
体
の
種
類
等
に

よ
り
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
が
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日
付
け
で
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
て
い
る
使
用
計
画
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
に
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
生
産
さ

れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
製
品
量
は
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
（
以
下
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」
と
い
う
。
）
製
品
の
金
属
ウ

ラ
ン
及
び
金
属
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
合
計
質
量
換
算
で
、
一
万
七
千
五
百
三
十
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

非
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム（
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
四
一
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
以
外
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
同
位
元
素
を
い
う
。
）
は
、
軽
水
炉
に
お
い
て
は
核
分
裂
し
に
く
い
が
、
高
速
増

一



殖
炉
な
ど
に
お
い
て
高
速
中
性
子
の
吸
収
が
あ
る
場
合
に
は
、
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
比
べ
れ
ば
核
分
裂
し
に
く
い
も

の
の
、
核
分
裂
す
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
考
え
方
は
と
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
我
が
国
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保

有
量
を
国
際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
報
告
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
公
表
し
て
い
る
が
、
透
明
性
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
の
う
ち
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
数
量
を
併
せ
て
公
表
し
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
い
う
原
則
を
堅
持
す
れ
ば
、
我
が
国
が
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
御

指
摘
の
「
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
と
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

Ｍ
Ｏ
Ｘ
に
含
ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
み
を
核
爆
発
装
置
の
金
属
構
成
要
素
に
転
換
す
る
こ
と
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
か
ら
ウ
ラ
ン

を
除
去
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
み
を
取
り
出
す
工
程
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
核
爆
発
装
置
の
金

属
構
成
要
素
に
転
換
す
る
場
合
に
比
べ
、
よ
り
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
用
語
集
（
二
〇
〇
一
年
版
）
」
の
「
核
爆
発
装
置
の
金
属
構
成
要
素
に
転
換
す

る
の
に
必
要
な
時
間
（
転
換
時
間
）
の
推
定
を
示
す
表
」
に
お
い
て
も
、
御
指
摘
の
「
一
〜
三
週
間
」
と
の
記
述
に
つ
い
て

二



は
「
純
粋
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
の
化
合
物
は
こ
の
範
囲
の
最
短
に
、
混
合
物
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
最
長
に
位
置
す
る
傾

向
が
あ
る
」
と
注
記
さ
れ
、
御
指
摘
の
「
核
爆
発
装
置
の
金
属
構
成
要
素
に
転
換
す
る
の
に
必
要
な
時
間
（
転
換
時
間
）
」

に
つ
い
て
は
「
転
換
時
間
に
は
、
転
用
物
質
を
転
換
施
設
に
輸
送
す
る
時
間
、
又
は
そ
の
装
置
の
組
立
に
要
す
る
時
間
、
あ

る
い
は
そ
の
後
に
要
す
る
い
か
な
る
時
間
も
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
昭
和
五

十
五
年
に
か
け
て
多
く
の
国
や
国
際
機
関
か
ら
多
く
の
専
門
家
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
「
国
際
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
評
価
」
の

報
告
書
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
の
形
態
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
輸
送
は
優
位
性
が
あ
る
旨
及
び
Ｍ
Ｏ
Ｘ
を
製
造
す
る
技
術
で

あ
る
混
合
転
換
は
核
拡
散
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
は
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
に
比
べ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
盗
取
に
対
す
る
懸
念
が
小
さ
い
と
の
国
際
的
な
評
価
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
お
い
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
防
護
措
置
と
し
て
、
人
の
侵
入
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
の
設
置
、
見
張
人
に
よ
る
巡
視
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

再
処
理
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規

三



則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
第
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
護
措
置
と
し
て
必
要
な
訓
練
を
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
核
物
質
の
防
護
上
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

一
〇
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
、
厳
格
な
核
物
質
防
護
及
び
輸
出
管
理
に
係
る
規
制
を
行

う
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
一
年
条
約
第
六
号
）
に
基
づ
く
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
保
障
措
置

及
び
国
内
保
障
措
置
の
厳
格
な
適
用
を
確
保
し
て
お
り
、
平
成
十
六
年
一
月
ま
で
に
我
が
国
政
府
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
間
で
行

わ
れ
た
協
議
の
結
果
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
つ
い
て
も
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
担
保
す
る
た
め
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
保

障
措
置
の
実
施
の
詳
細
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
発
表
し
た
「
国
際
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
（
以
下
「
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
は
、
原
子
力
発
電
の
世
界
的
な
拡
大
を
許
容
し
つ
つ
核

不
拡
散
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
核
不
拡
散
を
確
保
し
つ
つ
行
わ
れ
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
運
転
と
Ｇ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
か
ら
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関

す
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
昭
和
六
十
三
年
条
約
第
五
号
）
に
基
づ
く
六

四



ヶ
所
再
処
理
工
場
に
お
け
る
再
処
理
に
関
す
る
両
当
事
国
政
府
の
合
意
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
の
説
明
を
受
け

て
い
る
。

五


